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多古地区におけるサザエ資源調査

吉尾二郎

多古地区におけるサザエ資源の動向を継続して調査したので，以下に概要を報告する。

材料と方法

平成元年８月１日に野波漁協多古支所から,磯見(かなぎ）と刺網によるサザエ漁獲物を購入し，

殻高を測定した。多古地区のサザエ漁独量については，多古支所の集計資料を参考にした。

結果と考察

サザエ測定結果を表１，図１に，平成元年の漁業種類別漁挫量を表２に，昭和62年から平成元年

までの漁業種類別漁獲量を表３にあらわした。

当地区のサザエ漁獲量は昭和62年（1987)から８～９トンで安定している。漁業種類別の漁獲物

組成(刺網,磯見）は，刺網ではおよそ２つの年級群から，磯見ではおよそ1つの年級群からなる。

この傾向は，昭和62年から同様である。

しかし，実際のサザエ殻高組成は表２の漁業種類別漁獲量の経年変化における潜水，刺網の大幅

増減に見られるように，内容の変化が大きく，年次毎の組成を漁業種類別に割振る必要がある。

これまでの調査では，刺網，磯見の２漁業種類しか殻高組成しか求めておらず，資源解析のため

には，潜水による漁獲物組成を求める必要が生じている。

これまでの結果から，当地区のサザエ漁獲実態について言えることは，漁獲対象資源に添加した

サザエは，’～２年でその大半が漁独されるというこである。

今後，未調査の潜水による漁獲物組成を明確にするとともに，他地区との比較を行ない，資源有

効利用の方策を模索する必要があろう。
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表２平成元年度月別漁業種類別漁獲量（多古地区）
（単位：と,）
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図１サザエ殻高組成

長３漁菜種類別漁】廼景の繰年列
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